
班の目標
万博での様々な経験を通して、視野を広げ、これからの医療や健康の可能性について学ぶ

○大阪ヘルスケア
リボーン体験ルートでは、自分の健康状態を詳しく知ることが

でき、健康データを測定して、25年後の自分をアバター化する

技術を体験、学ぶことができました。また、iPS cells for

the future では、iPS細胞をテーマとした展示で、iPS細胞に

関する様々な知識を得ました。特に「IPS MASTER」でIPS細胞

制作までの道のりを擬似体験でき、今までよく知らなかった

IPS細胞ができるまでの過程を詳しく知り、IPS細胞を生み出し

た研究者の方々の凄さとIPS細胞の可能性を学びました。この

２つ以外にも挙げきれないほど様々な展示があり、未来の医療

を支える技術を知ることができました。

まとめパビリオンでの体験・学び

A-1 近藤　野田　牟田万博探究　
私たちは、万博という最先端の技術を学べる機会を生かして最新の

医療技術を学び、技術がどのように私たちの生活を変えていくか、

社会課題を解決していくか、これから私たちはどのような社会を目

指していくべきなのかを考えることを目的に探究を行いました。

行ったパビリオン

PASONA NATUREVERSE 国際赤十字・赤新月運動館大阪ヘルスケア

左記の３つのパビリオンでの体

験をもとに探究をしましたが、

この他にも、クウェート館、ド

イツ館、ハンガリー館、シグネ

チャーパビリオン いのちめぐる

冒険に行きました。

○PASONA NATUREVERSE

○国際赤十字・赤新月運動館

空飛ぶ手術室、未来の眠りなど未来の医療を想像できる展示があ

りました。iPS細胞を用いた実際に拍動する心臓の展示では、命の

未来を作るテクノロジーの進化や可能性を感じました。また多く

の人が足を止めて真剣な顔で見つめている様子を見て、この技術

が世の中にどれだけ期待されているのかということが分かりまし

た。手術用ガイドワイヤー操作体験でシミュレーションでカテー

テルを血管に通す体験し、医師のわずかな手の動きが患者の命に

直結する緊張を感じました。その他にも生命進化の樹を含めいの

ちに関する展示多くありました。再生医療の技術が進む中で、い

のちの歴史を学びいのちについて改めて考える事ができました。

3つのZONEを通して、赤十字は病気の人を救うだけでなく、紛争や災

害の現場にも行き、多くの人を救う努力をしている事を知ることが

出来ました。｢人間を救うのは、人間だ。｣というテーマを掲げて活

動していて、その想いを行動に移すために28もの方法を掲げている

ことを知りました。ZONE3の来場者が人道危機に対する思いを共有で

きるゾーンでは、たくさんの未来への願いを込めたメッセージが寄

せられていて、このメッセージの内容が叶うような未来を私たちが

作っていかなければならないんだととても実感しました。医療従事

者になることも未来を作る1つにはなりますが、今は28の方法の中か

ら自分達にできることを見つけて一つ一つ実践していくことが未来

に繋がる1番良い方法だと感じました。

今回の万博探究で、私たちが知りたかった「未

来の医療」について、普段の学習では得られな

い貴重な知識と経験を得ることができました。

初めは海外パビリオンが多いと思っていたけれ

ど、多くの医療関連のパビリオンを見ることが

でき、とても充実した時間を過ごすことができ

ました。特にカテーテル治療の疑似体験をでき

たことや、実際に動くiPS心筋シートを自分の

目で見て学習できたこと、最先端の技術に直接

触れたことがとても良い経験になりました。こ

の探究を通じて、再生医療の可能性への興味が

深まりました。これからの高齢化が進んだ日本

では、心疾患の患者さんが増えると予想され、

iPS心筋シートをはじめとする再生医療が、

人々の健康や命を守る上で極めて重要な役割を

果たすと考えました。また、最新技術の魅力に

触れ、未来の医療に大変な魅力を感じた一方

で、どれだけ技術が進歩し、最善の治療法が確

立されても、最終的に患者さんを人として救

い、治療の判断を下すのは人間の医師であると

いうことを実感しました。万博での経験を活か

し、5年後、10年後には、万博で目にした最新

の技術を駆使して、より良い医療を提供できる

ような人になりたいと思います。

　万博にいく前から、私たちは共通して医師

になりたいという夢がありました。そして万

博探究で得た学びと経験から、私たちは「再

生医療を通して多くの人の健康や命を守れる

医師」、「患者さんの背景や人生観を尊重し

たコミュニケーションを通じて精神的な孤独

感から救い出すことができる医師」、「技術

面だけでなく、病気で抱えている不安を取り

除ける医師」というそれぞれが目指したい医

師像を見つけることができました。

自分が目指す医師になれるようにこれからよ

り一層努力していきたいと思いました。

目指したい医師像


